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成績評価と評価基準（GPAによる客観的指標） 

 

１ 成績評価および評価基準について 

・ 各授業科目（実習を含む）の成績は、定期考査、出席状況、課題・レポートの提出状に

より評価する。 

・ 評価は 100点法で行い、評定は以下の表による。 

評定 評価区分（評価点） 評価内容 

Ａ 

（優） 
80点～100点 その科目の要求にふさわしい優れた成績 

Ｂ 

（良） 
70点～79点 要求を満たす成績 

Ｃ 

（可） 
60点～69点 合格に必要な最低基準を満たした成績 

Ｄ 

（不可） 
0点～59点 不合格 

・ 評定はＡ、Ｂ、Ｃを合格（科目履修認定）、Ｄを不合格とする。 

 

２ GPAによる客観的指標について 

・ 客観的な成績評価を行うため、上記の成績評価と併せて GPA（Grade Point Average）

制度を採用する。 

※ GPA制度とは、客観的な成績評価を行うため、授業科目ごとに 0～3などのポイントを

付した上で、学生ごとの成績の平均を算出すること。 

・GPAの算出方法は以下のとおりとする。 

評定 評価区分（評価点） GP（Grade Point） 

Ａ 80点～100点 3 

Ｂ 70点～79点 2 

Ｃ 60点～69点 1 

Ｄ（不可） 0点～59点 0 

 ＊GPは小数点第 2位を四捨五入して小数点第 1位で表示する。 

あ３×“Ａ”の履修時間数  ＋ ２×“Ｂ”の履修時間数  ＋ １×“Ｃ”の履修時間数 

総履修時間数（Ｄ（不可）の履修時間数も含む） 

3 GPAによる学習支援 

  （1）ＧＰＡは学期毎に算出をして、学生に通知を行い学習支援に活用する。 

  （2）ＧＰＡにより下記の指導を行う 

     【1.7以上 2.0未満】→「注意」とし、学生との個別面談及び指導 

     【1.7未満】→「厳重注意」とし、保護者・学生との３者面談及び指導 


